
新旧の融合と接客サービスの充実でモダンな店へ変身！ 
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１．㈱杉見糸店 

店舗名 

 

（株）杉見糸店 

所在地 

 

弘前市土手町２０６ 

業種 

 

手芸用品、婦人服、化粧品小売業 

所属商店街名 

 

弘前上土手町商店街（振） 

【店舗外観】 

 

【店舗の概要】（沿革、立地、経営者、取扱商品など） 

弘前市の上土手町商店街振興組合は、弘前市の中心部に位置して中心市街地を形成し

ていたが、駅周辺部に大型店のダイエー、イトーヨーカドーなどが進出して商業の重心

が移動した。 

その後、大型店の郊外への出店がさらに進み、中心市街地区の衰退に拍車がかかった

が、市の区画整理事業や県の街路整備事業と一体となった形で商店街近代化事業が平成

15年 10月に終了した。 

その商店街の通り沿いにある杉見糸店の創業は明治 43 年で、現在の店舗のあるとこ

ろで糸の卸売業として創業している。現在の経営者は 4代目で学校を卒業した後、東京

で衣料品関係の卸会社で修業している。 

 

  

▲街路整備事業が終わった街路     ▲古い家具を使った展示 

 

その後、30 歳で実家に戻り家業に就き、上土手町商店街振興組合の専務理事という

大役も担っている。東京から戻ってきた当時は郡部や県内の呉服屋への糸の卸売業が盛

況で、年商 1億円以上の商いをしていた。 

しかし、糸の卸売りが停滞したことから、15 年前から女性向けの衣料品や手芸用品
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の小売業を開始している。そのために、表の上にある看板には「ホビー＆クラフト ス

ギミ」という看板が掲げられている。 

さらに、5年前から化粧品小売業も合わせて行っており、現在の売上構成は糸を中心

にした手芸用品、衣料品、化粧品がそれぞれ３分の１となっている。また、従業員は奥

様を含めて 4名で店舗運営を行っている。 

 

【当店の特長】（特に優れている点） 

①「古い家具類や看板」を有効活用して商品展示や接客テーブルに 

  店舗の外観はお店の前に立つと、右側のガラス面には黒地に金文字の立派な看板

が目に入ってくる。これを見ただけでもお店の歴史の積み重ねを感じさせてくれる。 

また、化粧品コーナーにさりげなく置かれている接客用のテーブルは、表の看板に

足を付けたもので、昔からあるものをうまく活用している。 

そこでまず、第一に歴史の古い糸・毛糸を中心とした手芸用品部門の品揃えは、売

場面積の 6割を占めている。そのために多種のアイテムを品揃えしていることが分か

る。 

 

  

▲手芸用品の展示           ▲古い看板を使った接客テーブル 

 

売場の 1階と２階に分けて糸と関連するボタン、毛糸、手芸用の布などの商品を幅

広く品揃えしている。また、１階に置かれている小物を陳列している大きな棚は、お

嫁さんとして嫁いできた「嫁入り道具」である。 

また、お客様の要望に応じてオリジナルの手作り商品も販売している。例えば、オ

ーダーメイドで夏のお祭り用品などでオリジナルの袋物やタイコのバチを入れる袋

物などの製造を行っている。 

  商圏の半分は地域の半径１Km以内のお客様が中心であるが、糸などの手芸用品で

は郊外からのお客様が半分を占めている。また、手芸用品の販売に当っては、お客様

を待っているのではなく、年に１回東京からメーカーとタイアップして手芸専門の先

生を招いて手芸教室を開催している。 
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  弘前市内や郡部で手芸教室を開いている地域の先生方を対象に行っており、手芸用

品の販売促進に繋げている。この販促を行うことによって大手スーパーの手芸用品コ

ーナーとの差別化を図っている。 

 

②中高年の女性向け衣料品は個々のお客様対応で仕入れる 

  第二は 15年前から取扱いを始めた衣料品である。衣料品と化粧品については女性

向けということもあり、担当は奥様の由美子氏が中心となって仕入れ、販売・接客を

行っている。 

主な対象顧客は 40代以上の女性で、主にカジュアル衣料を中心に品揃えをしてい

る。また、商品の仕入れに当っては毎月１回、東京の衣料品問屋が集中している東京・

横山町まで足を運んでお客様をイメージして合う商品の仕入を行っている。 

 

  

▲カジュアル衣料品の展示         ▲「杉見糸店」の古い看板 

 

  また、お客様によってはセーターなども特注品としてオーダーメイドで製造販売を

行っている。さらに、お客様からの要望を聞いてお取り寄せサービスなども行い、顧

客の固定化に努めている。 

 

③化粧品販売にも取組みコンサルティングセールスに力点を入れる 

  第三には５年前からスタートした化粧品販売である。スタート時にはあまり力を入

れてなかったが、たまたまカネボウの化粧品で専門店向けのブランド「リサージュ」

を紹介され、これならば力を入れる価値があると判断して真剣に取り組みを始めた。 

  現在は固定客（200人）を対象に、皮膚の診断ツール（スキンアナライザー）を活

用して、皮膚の手入れを含めた顧客に合った化粧品のコンサルティングセールスを展

開している。 

  また、メーカーとタイアップして近所の上土手スクエア（会議室）を借りて月に１

度、エステ教室を開催して新規顧客の獲得を図っている。９月もイベントを開催して
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いるが８名の美容部員をメーカーから派遣してもらい、午前 10 時から午後６時まで

の間に 30名の参加があった。  

化粧品販売での販促のポイントは顧客のデータベースを基にＤＭ、電話などのコミ

ュニケーションツールを活用したり、サンプルの有効活用によって顧客の固定客化に

努めている。 

  奥様に日頃から心がけていることをお聞きしたところ、まずはお客様の要望を「よ

く聞く」ことからスタートするとのこと。まさに、奥様の接客技術が生かされている

感じを受けた。 

 

【商店街事業の概要】 

 平成１５年度に、街路整備事業の終了に伴い街並みが一新した商店街を住民にアピー

ルするためのイベントを５回に渡って行った。具体的には、①「目で感じる街」として

商店街キャラクター発表や商店街の軒先で生鮮品や加工食品の販売、②「耳で感じる街」

としてイルミネーションの点灯、路上ミュージック、クリスマスパーティ、川柳品評会、

大売出し等、③「肌で感じる街」として抽選会、スノーオブジェ、公園の愛称発表会等、

④「愛を感じる街」としてバレンタインメッセージ伝言板、小学生対象の絵・作文の展

示会等、⑤「心で感じる街」として卒業生へのメッセージ募集、かわら版（情報掲示板）

の設置等を行った。 

平成１６年度の「シャッターアート」事業では、一般市民をはじめ大学や高校の美術

部などに依頼し、テーマを決めて店舗のシャッターをキャンパスにして絵を描いてもら

い、話題性の創出とイメージアップを図った。 

その他に、「小学生商業体験」、「コミュニケーションペーパー」の発行を行い、商店

街の認知度の向上に貢献した。（詳細は 103ページを参照。） 

 

【商店街事業と当店との関連】 

 イベントで人が集まってきたり、観光客が休日に増加する時期はあるが、直接的な影

響はないと思われる。しかし、当店の外観や伝統のある看板などが商店街の魅力を高め

る相乗効果を発揮していると考えられる。 
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【店舗概要情報】 

年齢

％ ％

％ ％

％ ％

％ ％

％ ％

％ ％

店舗概要

店舗名 株式会社杉見糸店 店舗外観

所在地 青森県弘前市大字土手町２０６

創業年 明治43年

経営者名 杉見　良逸 55歳

所属商店街名 弘前上土手町商店街振興組合

店舗沿革

創業は昭和初期頃で、現住所同店舗で糸専門
の卸・小売として事業を開始した。平成元年頃
から事業領域を拡大し、婦人服衣料販売、化
粧品販売をはじめ現在に到る。

業種
糸・衣料品、化粧品販

売
取り扱い商品・サービス

販売方法別売上構成 商品・サービス 売上構成

仕入販売 90 糸 33

加工販売 10 衣料品 33

製造販売 化粧品 33

製造卸

サービス

その他（　　　　　　）

売場面積 70坪 従業者数 ４人

・「糸販売」という専門業態のため、商圏は広く隣町から自動車を使って来店す
る顧客も存在する。
・オーダーメイドの作品、特に夏祭り関係のオーダーメイド商品（袋物・小道具な
ど）を販売しており、他店では扱わないものであるため、遠方から来店する顧客
もいる。

商圏

・弘前駅から１０分程度であり人通りはあまり多くない。
・商店街の端に位置しているため、商店街中心部及び商店街の反対側にある
ホテルからの集客は望めない。
・当該店舗の周辺は店舗が連続して立地していないため、店舗が連続している
中心部と比較すると買い物客が少ない。

立地環境

店舗レイアウト

生　地
　
　　　　　毛糸関係

吹き抜け

書
籍

１

２

１階 ２階

生地　　　　レジ

作

品

作

品衣
料

化

粧

品

（

棚

）

化

粧

品

カ

ウ

ン

ター

化粧品

手芸材
料

手芸材
料

接客
スペース

入口 入口

毛糸製品

毛糸

レ　ジ

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


